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コメント 

本研究は、⽇本史上の著名な事象である元寇の直接的な証拠
となる沈没船について、今後の利⽤と保存の⽅法を確⽴するこ
とを⽬的とするものである。 

応募者らは、これまでも我が国の⽔中考古学を牽引してきた
実績を有しており、本研究の推進によって、考古学、⽇本史学、
⽂化財科学といった幅広い関連分野に豊かな学術的成果をもた
らすばかりでなく、社会的波及効果にも顕著なものがあると期
待できる。また、地元⾃治体とも既に良好な連携関係が構築さ
れていることから、研究の継続性も認められる。 

  
 
 

  


